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日
展
理
事
長
に
就
任
し
て

宮

田

亮

平

こ
の
度
理
事
会
で
、理
事
長
の
再
任
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

多
く
の
課
題
が
あ
る
中
で
、引
き
続
き
の
大
役
の
ご
指
名
に
、

改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
長
、副
理
事
長
の
先
生
方
も
同
じ
く
再
任
と
な
り
、

大
変
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
揺
る
ぎ
な
い
布
陣
で
、

日
展
運
営
に
邁
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

自
然
災
害
も
多
い
中
、日
展
の
真
価
が
問
わ
れ
る
時
代
で
も

あ
り
ま
す
。文
化
芸
術
を
通
し
て
、多
く
の
方
に「
と
き
め
き
」

を
届
け
、心
の
安
寧
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
僭
越
な
が
ら

思
っ
て
お
り
ま
す
。

日
展
の
更
な
る
発
展
の
た
め
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
何
卒
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
展
副
理
事
長
・
事
務
局
長
に
就
任
し
て

神

戸

峰

男

日
展
は
、
日
展
を
愛
す
る
作
家
の
サ
ロ
ン
で
有
る
と
と
も

に
各
々
が
、
そ
の
作
品
で
表
現
を
競
う
場
で
も
あ
り
ま
す
。

又
、
新
た
な
る
才
能
の
発
掘
と
、
そ
の
支
援
も
日
展
の
使
命

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

世
界
に
類
を
見
な
い
総
合
的
美
術
公
募
団
体
、
そ
の
存
在

を
更
に
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
真
摯
に
、
か
つ
公
正

に
作
品
に
向
き
あ
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
副
理
事
長
兼
、
事
務
局
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
。
皆
様
の
御
理
解
と
御
指
導
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

日
展
副
理
事
長
に
就
任
し
て

土

屋

�

一

こ
の
度
、
副
理
事
長
を
再
度
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
日
展
は
、

多
彩
な
作
家
の
集
合
体
で
す
。伝
統
か
ら
も
自
由
で
あ
り
た
い
、

新
し
い
何
か
を
や
ら
な
く
て
は
と
云
う
強
迫
観
念
か
ら
も
自
由

で
あ
り
た
い
、
一
人
一
人
が
活
か
さ
れ
る
、
そ
し
て
五
科
有
る

こ
と
の
長
所
を
改
め
て
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
若
き
作
家
の
信
頼
を
失
わ
な
い
組
織
で
あ
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

日
展
副
理
事
長
に
就
任
し
て

佐

藤

哲

八
年
に
わ
た
る
奥
田
小
由
女
先
生
の
日
展
大
改
革
を
引
き
継

い
だ
宮
田
理
事
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
日
展
は
さ
ら
に
良
い

方
向
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
声
を
聞
く
こ
と
を
実
行
す
べ
く
洋
画
の
副
理

事
長
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
作
品
至
上
主
義
は
通

さ
ね
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
作
品
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

日
展
副
理
事
長
に
就
任
し
て

黒

田

賢

一

こ
の
度
、
三
期
目
の
副
理
事
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

宮
田
理
事
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、よ
り
広
く
、

よ
り
多
く
の
美
術
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
日
展
を
め
ざ

し
て
、微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
科
が
協
調
し
な
が
ら
も
、
各
分
野
に
お
け
る
独
自
性
を
発

信
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。作
家
一
人
一
人
が
研
鑽
を
重
ね
、よ

り
充
実
し
た
日
展
と
な
る
よ
う
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
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第
８８
回
定
時
総
会
報
告

日

時

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

午
後
二
時

場

所

上
野
精
養
軒

桜
の
間

出

席

四
七
七
名
（
含
議
決
権
行
使
書
）

宮
田
理
事
長
が
議
長
と
な
り
、
左
記

の
事
項
に
つ
い
て
報
告
、
説
明
し
承
認

可
決
し
た
。

�

令
和
五
年
度
事
業
報
告
承
認
に
つ
い
て

�

令
和
五
年
度
決
算
承
認
に
つ
い
て

�

令
和
六
年
度
事
業
計
画
書
報
告
に
つ
い
て

�

令
和
六
年
度
収
支
予
算
書
等
報
告
に
つ
い
て

�

会
員
人
事
報
告
に
つ
い
て

�

選
定
顧
問
報
告
に
つ
い
て

�

理
事
・
監
事
の
改
選
承
認
に
つ
い
て

そ
の
他
の
報
告
事
項

１

令
和
六
年
度
称
号
授
与
予
定
者

報
告
に
つ
い
て

２

第
十
回
日
展
巡
回
展
開
催
報
告

に
つ
い
て
他

役
員
・
会
員
新
人
事

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日
付

新

顧

問

日
本
画

山
﨑

隆
夫

彫
刻山

本

眞
輔

理

事
理
事
長

宮
田

亮
平

副
理
事
長

事
務
局
長

神
戸

峰
男

副
理
事
長

土
屋

�
一

副
理
事
長

佐
藤

哲

副
理
事
長

黒
田

賢
一

（
◎
は
理
事
長

◇
は
副
理
事
長
）

日
本
画

河
村

源
三

◇
土
屋

�
一

福
田

千
惠

村
居

正
之

渡
辺

信
喜

洋

画
小
灘

一
紀

◇
佐
藤

哲

斎
藤

秀
夫

町
田

博
文

湯
山

俊
久

彫

刻
池
川

直

◇
神
戸

峰
男

能
島

征
二

宮
瀬

富
之

山
田

朝
彦

工
芸
美
術

井
隼

慶
人

春
山

文
典

三
田
村
有
純

◎
宮
田

亮
平

吉
賀

將
夫

書◇
黒
田

賢
一

髙
木

聖
雨

土
橋

靖
子

星

弘
道

真
神

巍
堂

外

部
河
野

元
昭

松
本

正
之

監

事
洋

画
難
波

滋

彫

刻
桒
山

賀
行

書
牛
窪

梧
十
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新
会
員

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
、
左
記
二
十
一
名
が
選

出
さ
れ
た
。

令
和
六
年
四
月
一
日
付

日
本
画

青
田

賢
蔵

洋

画
阿
部

良
広

池
上
わ
か
な

河
本

昭
政

中
島

健
太

堀

研
一

本
田

年
男

彫

刻
元
田

木
山

野
添

浩
一

牧
田

法
子

安
田

陽
子

工
芸
美
術

武
田

司

福
富

信

書
池
田

毓
仁

稲
村

龍
谷

大
橋

洋
之

川
合

玄
鳳

鈴
木

赫
鳳

長
井

素
軒

藤
川

翠
香

宮
負

丁
香

新
準
会
員

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
、
左
記
二
十
七
名
が
選

出
さ
れ
た
。

令
和
六
年
四
月
一
日
付

第
一
科

日
本
画
（
八
名
）

石
崎

誠
和

鵜
飼

義
丈

大
西

健
太

城
野
奈
英
子

田
中

達
也

林

真

潘

星
道

吉
川

咲
江

第
二
科

洋

画
（
二
名
）

飯
塚

康
弘

高
田

啓
介

第
三
科

彫

刻
（
五
名
）

池
端

英
次

岩
谷

誠
久

志
萱

州
朗

田
中

宏
典

永
江

智
尚

第
四
科

工
芸
美
術
（
六
名
）

喜
多

浩
介

小
割

哲
也

斉
藤

晴
之

桜
田

知
文

手
銭

吾
郎

堀

菱
子

第
五
科

書
（
六
名
）

足
立

光
嶽

北
山

転
石

奈
良

衡
齋

中
室

舟
水

萩
野

展
山

牧
野

聖
雲

新
会
友

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日
開
催
の
理

事
会
に
お
い
て
、
左
記
一
〇
六
名
が
選

出
さ
れ
た
。

令
和
六
年
四
月
一
日
付

第
一
科

日
本
画
（
七
名
）

井
上

経
倫

池
田

睦
月

石
井

清
子

岡
本

徳
子

川
島
め
ぐ
み

福
田

季
生

松
田

和
彦

第
二
科

洋

画
（
三
十
一
名
）

阿
部

浩
子

穴
畑
三
千
昭

井
堰

桂
子

石
本

敬
子

岩
田

悟

岩
本

久
子

緒
方

豊

大
橋

一
男

加
藤

久
子

片
岡

恵
子

片
岡

春
江

木
口
操
志
朗

古
賀

克
徳

佐
藤

淳
子

佐
藤

利
宗

下
光

康
洋

杉
本
吉
二
郎

髙
﨑

楫
子

高
橋

皐

寺
岡

克
三

中
川

道
子

箱
田

栄

濵
本

和
信

東

千
世

平
野

克
己

藤
原

修
身

松
井

茂
樹

松
山

芳
子

御
法
川

滋

森
田

徳
美

山
口

繁
雄

第
三
科

彫

刻
（
一
名
）

加
藤

真
浩

第
四
科

工
芸
美
術
（
二
十
五
名
）

市
川
富
美
子

上
野
伊
都
美

小
口

隆
史

小
山

徹
郎

桂
川

幸
助

河
合

孝

栗
本

美
和

兒
玉
千
賀
子

佐
々
木
一
則

坂
上

和
雄

品
川
未
知
子

高
柳

千
秋

竹
重

秀
治

谷
口

直
之

寺
田

朝
子

長
江

義
孝

野
尻

孝

平
松

弘
子

細
田
あ
ず
み

松
永

明

宮
島

覚

山
田

俊
子

山
本

恭
子

吉
田

武
郎

鷲
尾
三
江
子

第
五
科

書
（
四
十
二
名
）

青
木

理
子

天
野

白
汀

伊
能

柳
華

飯
田

善
一

池
田

一
華

池
田

幸
子

石
黒

直
子

石
渕

江
美

小
田

大
拙

大
愛

魚
苑

大
嶋
由
美
子

加
藤

紫
雲

柏
木

紫
香

川
内

伯
豐

小
林

幸
子

小
林

融
之

小
松

紫
峯

駒
﨑

陽
子

塩
野

蒼
雲

篠
原

挙
秋

田
中
由
美
子

田
原

茂
子

谷
口

翔
春

辻

紅
雲

堤

裕
子

坪
内

翠
楓

寺
谷

和
子

天
満

篤
子

得
丸

鵬
仙

中
村

泉
抄

二
宮

桂
秀

西
野

鵞
山

西
本

聖
雲

羽
根
田

修

林
原

松
舟

兵
頭

白
慧

古
谷

好
啓

三
浦

順
子

水
本

髙
堂

宮
城
佳
寿
子

山
口

大
梦

吉
津

ゆ
り
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第
１１
回
日
本
美
術
展
覧
会

会

場

国
立
新
美
術
館

東
京
都
港
区
六
本
木
７
―
２２
―
２

会

期

令
和
６
年
１１
月
１
日
（
金
）
〜
１１
月
２４
日
（
日
）

休
館
日

毎
週
火
曜
日

観
覧
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
（
入
場
は
午
後
５
時
３０
分
ま
で
）

主

催

公
益
社
団
法
人

日
展

※

最
新
の
開
催
情
報
は「
日
展
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」https://nitten.or.jp/

で
ご
確
認
下
さ
い
。

ご
応
募
の
流
れ

封
筒
に
左
記
の
も
の
を
同
封
の
上
、
日
展
事
務
局
宛
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

・
部
数
に
応
じ
た
送
料
分
の
切
手

・
必
要
部
数
、
送
付
先
の
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
た
紙

〈
送
付
先
〉

〒
１１０
―
０００２
東
京
都
台
東
区
上
野
桜
木
２
―

４
―

１
「
日
展
事
務
局
出
品
申
込
書
係
」
宛

送
料：

１
〜
２
部
１
４
０
円
、
３
部
２
１
０
円
、
４
〜
６
部
２
５
０
円

６
部
以
上
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
℡
０
３（
３
８
２
１
）０
４
５
３

※
返
信
用
封
筒
は
不
要
で
す
。

※
速
達
を
ご
希
望
の
方
は
、
速
達
希
望
と
明
記
の
上

送
料
＋
速
達
料
金
（
２
６
０
円
）
の
切
手
を
あ
わ
せ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

切
手
が
事
務
局
に
到
着
次
第
、
左
記
の
書
類
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

・
開
催
要
綱

・
出
品
申
込
書

・
鑑
査
結
果
通
知
用
の
封
筒

【
個
人
搬
入
の
方
】

各
部
門
で
決
め
ら
れ
た
搬
入
日
お
よ
び
搬
入
場
所
（
開
催
要
綱
参
照
）
に
、

出
品
申
込
書
・
鑑
査
結
果
通
知
用
の
封
筒
・
出
品
手
数
料
（
１
２
、０
０
０
円
）

を
添
え
て
、
作
品
を
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
搬
入
業
者
を
ご
利
用
の
方
】

各
搬
入
業
者
の
所
定
の
手
続
き
に
し
た
が
い
、
作
品
の
搬
入
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
業
者
ご
と
に
締
切
期
日
等
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
直
接
各
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
宅
配
便
で
の
受
付
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
）

※
鑑
審
査
結
果
通
知
用
封
筒
に
は
４
０
０
円
分
（
郵
便
基
本
料
金
１
４
０
円
＋
速

達
料
金
２
６
０
円
）
の
切
手
を
貼
付
す
る
こ
と
。

泫
総
務
省
が
郵
便
料
金
の
値
上
げ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
早
け
れ
ば
今
秋
頃
に
料
金
が
改
定
さ
れ
る
見

込
み
で
す
。
郵
便
料
金
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
該
当
す
る
郵
便
料
金
（
定
形
外
１
０
０
ｇ
以
内
）

分
の
切
手
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

日
展
会
員
、
準
会
員
、
会
友
の
方
々
の
出
品
票
発
送
予
定

〇
会
員
、
準
会
員
、
前
年
度
特
選
受
賞
者：

９
月
初
旬
頃

〇
会
友：

８
月
中
旬
か
ら
下
旬
頃

応募に必要な
資料の請求
（切手を郵送）

日展事務局より
開催要綱・出品
申込書等を郵送

作品の搬入 ⬅⬅
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〰
〰
〰
〰
〰
〰

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す新

会
員
よ
り

学生時代から憧れていた日展。初出品以来半世紀を経て
会員に推挙され、感無量です。これもひとえに先生方、先
輩方のご指導のお陰と感謝しております。残された時間を
大切に今後も制作に励みたいと思っております。

日本画 青田賢蔵

作品図版
第１０回日展出品作
２０２３（令和５年）

この度は日展会員にご承認いただき、感謝い
たしております。この節目を更なる原動力とし、
自己の表現を高められるよう、作品と真摯に向
き合い、日々精進してまいりたいと思います。

洋画 池上わかな

三陸の小さな漁村に生まれ育った私は、絵が描きたくて
京都にやって来ました。そして４０年余りの年月が流れまし
たが、今こうして日展で作品を発表できることを幸せに思っ
ています。今後もさらに精進していくつもりです。

洋画 阿部良広

日本の絵画史において常に存在感を放って
きた日展の歴史、その一部になれたことを誇
りに感じます。次の世代にバトンを渡せるよ
う、一層志を高く取り組んでいきたいです。

洋画 中島健太

この度、あこがれでもあった日展会員にご
推挙いただき、感謝申し上げます。この重責を
まっとうすべく緊張感をもって、絵と関わっ
ていく覚悟です。

洋画 堀 研一

この度、日展の会員に推挙され身の引き締まる思いで一杯です。日展に出
品するなかでモチーフは人物、静物、風景と変化しましたが一貫して風化し
た物、時の流れに興味があります。今後も精進してまいる所存です。

洋画 本田年男

私は約４０年、高校の美術の教員をしな
がら制作を続けてきました。いま改めて
「継続は力なり」という言葉をかみしめて
います。これからも、自分の絵の道をじっ
くりと歩んでいきたいと思います。

洋画 河本昭政

《小休止（HR.１／２）》 堀 研一

《匿名の地平線― ver. blue ―》
中島健太

《太古の断片》 青田賢蔵

《黄昏のザルツブルグ》 本田年男

《女》 河本昭政

《Silence》 阿部良広

《穏やかな時間》 池上わかな

第１８７号 日展ニュース ６



この度、会員となり、誠に光栄で、身の引き締まる思
いです。
やさしいメロディー、語らう声、涼やかな風など、見

えないものをイメージ豊かに表現できるよう、いっそう
努力してまいります。

彫刻 野添浩一

会員となりこれからは、作品を見る方々の目が変わって来るの
で、また、違ったプレッシャーが生じて来ると思いますが、それ
に打ち勝って色々と新しいことに挑戦していきたいです。

書 長井素軒

この度日展会員に推挙していただき感謝しておりま
す。木の彫刻を解りやすい表現で記憶に留めていただ
けるよう心がけて精進してまいります。

彫刻 元田木山

初入選から会員になるまで制作を続けられた
ことは感慨深いです。
自分の中の変化と向き合い、楽しみながら、
その時々の思うフォルムや素材そのものの可能
性を探求していきたいと思います。

彫刻 安田陽子

会員に推挙していただき大変嬉しく光栄に存じま
す。ご指導下さった先生方や支えて下さった方々へ心
より感謝申し上げます。より一層、彫刻に真摯に向き
合い、研鑽に努めたいと思います。

彫刻 牧田法子

この度会員の承認をいただき、改め
て作品制作に対する姿勢を考えさせら
れました。より個人的・独創的でありな
がら普遍性のある物作りを志したいと
思います。

工芸美術 福富 信

日展に出品し始め３２年が経ちました。漆工芸による絵画表現の研鑽の場として身を置く
中で、多くの先輩方と出会い、技術・思考を深めて参りました。感謝と共に一層高まる作品
に対する責任を自覚し、励みたいと存じます。

工芸美術 武田 司

《はざま》 安田陽子

《響―冬の森・
土の中にて―》

武田 司

《かがやく季節》
元田木山

《花》 長井素軒

《景―彼の橋Ⅲ―》 福富 信

《啓明》 牧田法子

《my favorite night》
野添浩一
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日展の会員に加えていただけたことは、大変光栄なことであ
り、身に余る思いであります。今まで以上に書について考え、
技術に磨きを加え、研鑽を積み上げていかなければならないと
肝に銘じた次第であります。

書 池田毓仁

昨年、審査員という貴重な経験をさせていただ
き、作品に対する視野も広がり、今後も古筆の分
析を基に線質の繊細さや呼吸を昇華していく所存
です。不足と思うところばかりですが、よろしく
お願い申し上げます。

書 藤川翠香

会員になりましたこと、心から感謝
し、更なる高い境地を求め、一層の精
進をかさねる覚悟です。遅々として歩
みの鈍い歯痒い私ですが、今後とも変
わらぬご指導とご鞭撻を賜りますよう
お願い申し上げます。

書 川合玄鳳

歴史ある日展の会員にご推挙賜り、感謝とともに思いを新た
にしております。偉大な先達、先輩方によって築き上げられた
伝統を築く一員として、また未来に向かって自己の魂の発露を
作品に傾注していく所存です。

書 大橋洋之

会員となり、責任の重さを痛感しております。日本の書文
化の伝統と継承と更なる発展に微力ながらも寄与するべく
今一度原点に立ち返り一層の精進を重ねる所存です。

書 宮負丁香

会員にご推挙いただき、身の引き締まる思いです。今後目ざす
作品は、書芸術の多様性のなかの一つとして、見ていただく人に
やすらぎを与えられるようなものを書きたいと思っています。

書 鈴木赫鳳

この度は会員に推挙していただき心よ
り感謝申し上げます。師をはじめとする
皆様のおかげです。これからも変わらず
精進努力し後進を育てつつ、古くて新し
い世界を求めていきたいと思います。

書 稲村龍谷

《島崎藤村の詩》
川合玄鳳

《張景崧詩》
宮負丁香

《たぐひなき》 藤川翠香

《身樂逸》 稲村龍谷

《以類聚》 大橋洋之

《杜甫詩句》
池田毓仁

《劉長卿詩》
鈴木赫鳳

第１８７号 日展ニュース ８
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賛
助
会
員
制
度
《
日
展
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
》

（
掲
載
希
望
者
の
み

令
和
６
年
５
月
末
現
在
）

●
個
人

青
木
晃
子
様

東

晋
一
郎
様

新
井
演
子
様

飯
田
真
未
様

石
崎
國
夫
様

井
谷
善
惠
様

井
上
道
守
様

今
田
功
一
様

今
村
忠
司
様

岩
田

薫
様

内
本
久
園
様

奥
田
節
子
様

角
井

博
様

梶
山
純
子
様

兼
重
勇
希
様

菊
池
和
久
様

栗
原
直
子
様

呉

祐
輔
様

黒
田
浩
平
様

児
玉
安
司
様

小
山
信
一
様

近
藤
禎
男
様

坂
本
美
賀
子
様

佐
川
か
お
る
様

佐
藤
大
悟
様

澤
井
和
行
様

瀬
川
清
楓
様

髙
木
和
美
様

髙
木
寛
史
様

田
頭
明
子
様

田
頭
益
美
様

髙
橋
千
笑
様

竹
尾
明
子
様

竹
本
葉
子
様

田
中
宏
欣
様

土
屋
礼
央
様

寺
岡
宏
高
様

中
室
里
恵
様

西
田
俊
通
様

西
村
潤
帰
様

西
村
友
子
様

野
田
裕
一
様

藤
田
理
恵
子
様

藤
本
真
之
様

堀

稲
子
様

宮
島
幸
男
様

村
里

暁
様

森
嶌
順
子
様

吉
見
次
郎
様

●
法
人
・
団
体

株
式
会
社
Ⅰ
Ｄ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
様

株
式
会
社
大
垣
共
立
銀
行
様

株
式
会
社
玉
蘭
堂
様

謙
慎
書
道
会
様

ゴ
ー
ル
デ
ン
文
具
株
式
会
社
様

公
益
社
団
法
人
創
玄
書
道
会
様

株
式
会
社
タ
カ
ラ
ク
リ
エ
イ
ト
様

株
式
会
社
高
山
草
月
堂
様

株
式
会
社
千
葉
銀
行
様

株
式
会
社
筑
波
銀
行
様

Ｔ
＆
Ｔ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
法
律
事
務
所
様

株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル
様

一
般
社
団
法
人
東
光
会
様

東
洋
額
装
株
式
会
社
様

株
式
会
社
西
文
明
堂
様

公
益
社
団
法
人
日
本
書
芸
院
様

ニ
ュ
ー
カ
ラ
ー
写
真
印
刷
株
式
会
社
様

株
式
会
社
原
汲
古
堂
様

一
般
財
団
法
人
ビ
オ
ト
ピ
ア
財
団
様

福
井
素
鳳
堂
様

有
限
会
社
み
な
せ
筆
本
舗
様

一
般
財
団
法
人
桃
園
学
園
様

株
式
会
社
谷
中
田
美
術
様

菱
三
印
刷
株
式
会
社
様

株
式
会
社
和
光
様

〜
夏
休
み
一
日
Ａ
Ｒ
Ｔ
体
験
〜

ワ

ン

デ

イ

ア

ー

ト

第
１９
回
『
Ｏ
ｎ
ｅ
ｄ
ａ
ｙ

Ａ
ｒ
ｔ
』

制
作
の
体
験
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
作
家

を
、
展
覧
会
を
体
験
で
き
る
『
Ｏ
ｎ
ｅ

ｄ
ａ
ｙ

Ａ
ｒ
ｔ
』。
今
年
も
子
供

た
ち
の
挑
戦
の
夏
が
来
ま
し
た
。
学

校
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル

も
、
日
展
作
家
が
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
。

（
保
護
者
の
皆
様
へ
）

「
作
品
を
つ
く
る
」
体
験
を
し
、作

品
や
作
家
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
、

多
様
な
世
界
観
を
学
ん
で
ほ
し
い
。

日
展
の
芸
術
文
化
普
及
活
動
で
す
。

主
催公

益
社
団
法
人

日

展

開
催
日
程

７
月
２１
日（
日
）彫
刻

７
月
２７
日（
土
）工
芸
美
術
（
金
工
・
七
宝
）

７
月
２８
日（
日
）洋
画

８
月
３
日（
土
）書

８
月
４
日（
日
）日
本
画

※
時
間
は
各
回
で
異
な
り
ま
す
。

☆
作
品
展
は
、
８
月
１７
日
〜
２１
日

日
展
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

場
所日

展
会
館

東
京
都
台
東
区
上
野
桜
木
２
―

４
―

１

参
加
費
（
※
教
材
費
等
）

１
名

二
、
五
〇
〇
円

指
導
作
家
・
内
容

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

応
募
方
法

★
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学

年
・
希
望
日
（
必
ず
第
２
希
望

ま
で
）
を
明
記
。

★
子
供
が
２
名
以
上
で
参
加
希
望

の
場
合
は
、
参
加
者
全
員
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学
年
・

希
望
日
を
記
入

★
保
護
者
が
実
技
参
加
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
参
加
の
有
無
と

氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
下
さ
い
。

※
締
め
切
り
７
月
１１
日（
必
着
）

定
員

各
回

４０
名
程
度

※
見
学
の
大
人
は
人
数
に
含
ま
な
い

（前回の様子）

参加者募集 !
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能
登
は
、
や
さ
し
や

　
　

土
ま
で
も
（
海
ま
で
も
）

（
洋
画
）
髙

﨑

高

嗣

元
日
に
、
令
和
六
年

能
登
半
島
地
震
が
発
災

し
、
私
の
暮
ら
す
能
登

半
島
最
西
端
の
漁
師

町
、
志
賀
町
西
海
地
区

も
震
度
七
の
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
同

じ
地
区
に
お
住
ま
い

で
、
長
年
、
日
展
出
品

作
の
モ
デ
ル
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
Ｍ
さ
ん

も
、
ご
家
族
の
生
活
も

無
事
で
何
よ
り
で
し

た
。
我
が
家
も
、
か
な

り
の
損
傷
が
有
り
ま
し

た
が
、
応
急
修
理
し
、
幸
い
生
活
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
断
水
が
長
期
化
し
日
常
生
活
は
基

よ
り
絵
を
描
く
の
も
水
が
大
切
だ
と
痛
感
い
た
し
ま
し

た
。
二
月
中
旬
に
は
、
水
道
が
回
復
し
元
気
も
い
た
だ

き
絵
筆
も
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
被
害
の
大
き

さ
を
考
え
る
と
、
絵
を
描
い
て
良
い
も
の
か
と
自
問
自

答
し
て
し
ま
い
ま
す
。

あ
る
日
、
避
難
所
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
、
私

の
作
品
を
見
て
「
癒
さ
れ
ま
し
た
」
と
、
お
声
掛
け
し

て
い
た
だ
き
、
少
し
心
が
楽
に
な
り
、
絵
の
持
つ
力
を

信
じ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
を
春
の
海
は
、
今
日
も
、
や
さ
し
く
見
守

っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

（
石
川
県
在
住
）

銀
泥
の
里
か
ら

（
工
芸
美
術
）
石

橋

美
代
子

銀
泥
（
干
潟
）
に
シ
ギ
・
チ
ド
リ
等
渡
り

鳥
が
羽
を
休
め
て
い
る
の
が
見
え
ま
す
。
肥

前
鹿
島
干
潟
の
あ
る
こ
の
地
は
湿
地
保
全
等

に
関
す
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
地
で
あ

り
、
ま
た
干
潟
の
祭
典
「
鹿
島
ガ
タ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
が
催
さ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
町
で
す
。

私
は
東
京
か
ら
こ
の
肥
前
鹿
島
に
転
居
し
て

十
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
こ
で
七
宝
に
よ

る
平
面
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

日
展
と
の
出
合
い
は
「
ア
ー
ト
を
目
指
し

た
ら
」
と
助
言
を
い
た
だ
い
た
あ
る
作
家
の

方
の
一
言
か
ら
で
し
た
。
日
展
を
薦
め
て
下
さ
り
東
京
在

住
の
頃
は
十
一
月
の
日
展
へ
毎
日
の
よ
う
に
足
を
運
び
ま

し
た
。
そ
こ
で
の
作
品
・
先
生
方
と
の
出
会
い
は
一
生
の

宝
で
あ
り
制
作
の
原
点
と
な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
日

展
は
学
び
の
場
で
あ
り「
気
」を
い
た
だ
く
場
で
あ
り
ま
す
。

銀
泥
と
太
陽
か
ら
着
想
を
得
て
、
自
然
が
も
た
ら
す
自
然

治
癒
力
を
表
現
で
き
れ
ば
と
制
作
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

願
い
は
九
州
で
の
巡
回
展
が
開
催
さ
れ
る
事
を
切
望
し

て
や
み
ま
せ
ん
。
日
展
と
の
出
合
い
か
ら
三
十
年
経
ち
ま

し
た
が
、
こ
の
地
か
ら
日
展
に
感
謝
し
つ
つ
出
品
を
重
ね

て
参
り
ま
す
。

（
佐
賀
県
在
住
）

発
す
る
側
の
覚
悟
と
真
剣
さ

（
日
本
画
）
木

村

友

彦

日
展
出
品
は
今
年
で
五
十
回
目
と
な
り
ま
す
。
携
帯

も
コ
ン
ビ
ニ
も
な
い
時
代
か
ら
、
半
世
紀
出
品
を
続
け

る
中
で
、
日
展
は
学
校
の
よ
う
で
い
ろ
い
ろ
な
作
品
や

人
と
の
出
会
い
が
あ
り
人
生
の
一
部
と
な
り
ま
し
た
。

古
い
東
京
都
美
術
館
の
床
板
の
き
し
む
会
場
で
作
品

と
対
峙
し
、
体
感
し
た
会
場
の
暗
さ
や
冷
た
い
空
気
感

に
包
ま
れ
、
出
品
を
続
け
よ
う
と
腹
を
く
く
っ
た
瞬
間

で
し
た
。

自
分
と
三
つ
の
約
束
を
し
ま
し
た
。
一
つ
目
は
ス
ケ
ッ

チ
を
す
る
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
が
身
の
丈
を
こ
え
ま
し

た
。
二
つ
目
は
年
間
の
制
作
が
合
計
一
〇
〇
〇
号
を
十

年
間
描
き
続
け
る
。
白
い
画
面
に
向
か
っ
て
こ
の
作
品

は
完
成
で
き
る
、
作
品
も
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
と
言
い

き
か
せ
描
き
き
り
ま
し
た
。
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只ひ
た

管す
ら

筆
耕

（
書
）
粟

屋

俊

堂

大
学
一
回
生
よ
り
、
師
に
お
導
き
を
い
た
だ
き
早
、
四
十
五

年
。
米べ

い

芾ふ
つ

の
書
に
傾
倒
し
、
そ
の
味
わ
い
を
出
す
べ
く
、
精
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
は
僧
侶
の
身
、
無
分
別
智
（
み
ん
な

違
っ
て
、
み
ん
な
い
い
）
を
本
分
と
す
べ
き
で
す
が
、
作
品
が

入
選
、
入
賞
す
れ
ば
嬉
し
い
。
こ
れ
も
煩
悩
で
し
ょ
う
か
。
そ

ん
な
煩
悩
を
抱
え
た
ま
ま
、
源
平
合
戦
の
関
門
海
峡
を
眼
前
に

臨
む
寺
で
筆
耕
。
書
い
て
、
書
い
て
、
書
い
て
お
り
ま
す
。

「
文
房
四
寳
」
の
職
人
の
方
々
に
感
謝
し
、そ
の
紙
、そ
の
墨
、

そ
の
筆
に
恥
じ
ぬ
よ
う
気
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
書
作
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

そ
れ
は
苦
悩
の
連
続
で
し
た
。
こ
ん
な
表

現
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
何
度
書
い
て
も

満
足
す
る
も
の
が
出
来
ず
、
締
め
切
り
に

追
わ
れ
て
止
む
無
く
出
品
し
た
こ
と
も
有

り
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
作
品
が
認
め
ら

れ
た
時
は
感
無
量
、
次
作
へ
の
意
欲
が
湧

い
た
も
の
で
す
。
全
て
の
ご
縁
を
お
陰
様

と
し
、
今
後
も
只
管
、
書
い
て
、
書
い
て
、

書
い
て
ま
い
り
ま
す
。
合
掌（山

口
県
在
住
）

三
つ
目
は
心
に

秘
め
た
思
い
を
果

た
す
た
め
に
長
良

川
を
ス
ケ
ッ
チ
し

な
が
ら
、
い
か
な

る
事
も
人
生
を
深

め
、
豊
か
に
す
る

景
色
と
し
て
描
い

て
い
こ
う
と
思
い

至
り
ま
し
た
。

（
岐
阜
県
在
住
）

制
作
へ
の
思
い

（
彫
刻
）
樽

井

美

波

周
り
を
山
に
囲
ま
れ
た
長
野
県
で
制
作
を
し
て
い
ま

す
。
ア
ト
リ
エ
で
は
い
つ
も
鳥
や
虫
の
鳴
き
声
が
聞
こ

え
、
穏
や
か
な
環
境
で
制
作
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

茨
城
県
で
過
ご
し
た
大
学
時
代
、
先
生
や
先
輩
方
の

作
品
に
憧
れ
、
日
展
に
出
品
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。学
生
時
代
は
、た
く
さ
ん
の
同
輩
や
、様
々

な
展
覧
会
で
観
る
作
品
か
ら
刺
激
を
受
け
、
背
中
を
押

し
て
も
ら
い
な
が
ら
制
作
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
地
元

の
長
野
に
戻
り
、
仕
事
を
し
な
が
ら
ひ
と
り
で
制
作
を

す
る
中
で
、
思
う
よ
う
に
制
作
と
向
き
合
う
こ
と
が
で

き
ず
に
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
地

元
の
彫
塑
研
究
会
や
デ
ッ
サ
ン
会
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
中
で
工
夫
し
な
が
ら
制
作

を
続
け
る
方
々
の
姿
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

日
展
へ
の
出
品
は
、
私
に
と
っ
て
彫
刻
制
作
を
続
け

る
う
え
で
の
大
き
な
目
標
の
ひ
と
つ
で
す
。
今
後
も
、

自
分
な
り
の
ペ
ー
ス
で
彫
刻
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
長
野
県
在
住
）
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作
家
人
生
―
私
の
仕
事
―

或
る
日

第
一
科
日
本
画

会
員

岡

村

倫

行

遥
山
人
「
パ
ン
と
水
の
生
活
に
な
り
ま
す
が
宜
し
い
で
す
か
」

青
年
「
は
い
」

遥
山
人
「
し
か
し
辛
い
毎
日
が
続
き
ま
す
が
な
あ
」
と
青
年
の
顔
を
覗
き

込
み
、
そ
の
表
情
が
固
い
決
意
の
よ
う
だ
と
遥
山
人
は
受
け
止
め
、
青
年

の
持
ち
込
ん
だ
写
生
や
作
品
に
手
を
伸
ば
し
く
ぐ
も
っ
た
声
で
「
そ
う
で

す
か
」
と
呟
き
写
生
に
見
入
る
。
高
校
卒
業
間
も
な
い
青
年
は
そ
の
画
家

を
眼
の
前
に
し
て
何
か
苦
虫
を
潰
し
た
よ
う
な
表
情
に
不
安
を
抱
き
つ
つ

続
く
言
葉
を
待
つ
。
持
て
る
だ
け
の
写
生
や
作
品
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
積

み
上
げ
た
そ
れ
ら
を
「
沢
山
で
す
な
あ
」
と
楽
し
そ
う
に
遥
山
人
の
表
情

が
次
第
に
和
ら
い
で
来
る
の
が
青
年
を
安
堵
さ
せ
る
。

な
き
り

「
そ
う
で
す
か
こ
れ
は
波
切
で
す
か
大
王
崎
の
？
」「
は
い
後
輩
達
と
十

日
程
写
生
に
行
っ
た
時
の
も
の
で
す
」「
ほ
う
〜
僕
も
よ
く
行
き
ま
し
た

な
あ
波
切
は
面
白
い
で
す
か
ら
な
あ
、
灯
台
を
中
心
に
入
り
く
ん
だ
家
々

が
石
垣
に
囲
ま
れ
て
山
の
上
に
ま
で
続
い
て
ね
え
、
写
生
の
旅
は
よ
ろ
し

い
で
、
歩
く
度
に
描
き
た
い
物
が
あ
っ
て
作
品
の
着
想
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら

む
ん
で
す
な
あ
」
に
こ
や
か
に
熱
の
入
っ
た
言
葉
が
青
年
の
気
持
ち
も
熱

く
し
て
ゆ
く
。

「
勤
め
と
制
作
の
両
立
は
難
し
い
で
す
か
ら
な
あ
、
生
活
が
つ
い
先

に
…
…
」
遥
山
人
は
危
惧
す
る
よ
う
に
問
う
「
は
い
、
大
丈
夫
で
す
」
と

強
く
応
え
た
。
帰
途
、
玄
関
ま
で
見
送
り
に
立
つ
遥
山
人
に
礼
を
し
て
歩

き
出
す
が
視
線
が
長
く
感
じ
ら
れ
足
早
に
な
る
。
遥
山
人
は
こ
う
も
言
っ

て
い
た
「
月
一
度
の
研
究
会
に
出
て
こ
な
い
人
達
も
多
い
で
す
な
あ
、
画

家
を
志
す
者
に
と
っ
て
そ
れ
よ
り
大
事
な
事
が
他
に
有
る
の
か
と
思
い
ま

す
が
な
あ
」

一
等
大
切
な
物
と
は
何
か
、
そ
の
強
い
思
い
が
言
葉
と
し
て
吐
き
出
さ

れ
た
と
青
年
は
身
震
い
す
る
。
午
後
の
日
射
し
は
強
く
開
襟
シ
ャ
ツ
が
汗

で
背
中
に
張
り
付
く
『
六
月
か
ら
研
究
会
に
出
ら
れ
る
』
そ
の
喜
び
が
青

年
の
強
く
踏
み
出
す
靴
音
と
市
電
の
車
輪
の
音
と
が
共
鳴
す
る
よ
う
に
橋

上
に
響
い
て
い
た
。

《紀州》（令和４年 第６７回青塔社展出品作）

《紙花》（平成２２年 第４２回日展出品作）

池
田
遥
邨
先
生
と

天
の
橋
立
ホ
テ
ル
に
て

昭
和
５９
年
頃

三
重
県
伊
勢
湾
神
島
に
て平

成
８
年
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思
い
起
こ
す
こ
と

第
二
科
洋
画

理
事

町

田

博

文

生
ま
れ
て
初
め
て
の
「
画
家
」
と
の
遭
遇
は
、
中
学
校
に
入
学
し
た
直

後
の
こ
と
で
す
。
田
舎
の
無
知
な
少
年
の
目
の
前
に
「
画
家
」
が
突
如
と

し
て
出
現
し
ま
し
た
。

中
学
校
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の
授
業
を
、
専
門
の
教
師
が
受
け
持

つ
教
科
担
任
制
と
な
り
、
美
術
を
担
当
さ
れ
た
の
が
当
時
日
展
出
品
作
家

と
し
て「
画
家
」の
顔
も
併
せ
持
つ
先
生
で
し
た
。
セ
ザ
ン
ヌ
や
ゴ
ッ
ホ
、

ピ
カ
ソ
や
マ
チ
ス
な
ど
の
生
い
立
ち
や
作
品
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
る
先

生
の
専
門
的
な
絵
画
の
授
業
に
私
の
心
は
奪
わ
れ
、
美
術
の
授
業
に
夢
中

に
な
り
ま
し
た
。「
デ
ッ
サ
ン
」
と
い
う
言
葉
も
初
め
て
知
り
、
美
術
の

世
界
に
大
変
な
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
思
春
期
に
出
会
っ
た

こ
の
先
生
か
ら
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
後
の
自
分

の
人
生
を
大
き
く
決
定
付
け
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
高
校
へ
進
み
、
明

確
に
油
絵
作
家
の
道
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
美
大
進
学
と
い
う

方
法
を
選
ば
ず
、
地
元
国
立
大
学
教
育
学
部
美
術
科
へ
進
学
し
ま
し
た
。

大
学
で
は
学
友
の
ほ
と
ん
ど
が
純
粋
に
教
員
を
目
指
し
て
い
た
中
、
作

家
志
向
の
私
の
存
在
は
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
幸
い
、

教
官
の
一
人
で
日
展
作
家
と
し
て
も
活
躍
中
で
あ
っ
た
西
田
亨
先
生
に
目

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
在
学
中
は
数
あ
る
教
室
の
中
の
一
室
を
占
領
し
、

制
作
三
昧
の
日
々
を
送
り
な
が
ら
『
人
物
で
行
く
�
』
と
決
め
た
の
で
し

た
。
大
学
三
年
の
時
、
西
田
先
生
の
紹
介
で
寺
島
龍
一
先
生
の
門
を
叩

き
、
先
生
の
ア
ト
リ
エ
に
通
っ
て
指
導
を
受
け
、
そ
の
流
れ
の
中
で
私
も

自
然
と
日
展
に
出
品
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
師
で
あ
る
寺
島
先
生
か

ら
は
デ
ッ
サ
ン
の
大
切
さ
を
徹
底
的
に
学
び
ま
す
が
、「
君
、
デ
ッ
サ
ン

は
楽
し
い
ね
。
デ
ッ
サ
ン
は
面
白
い
ね
。」
が
先
生
の
口
癖
で
、
そ
の
言

葉
が
こ
れ
ま
で
の
私
自
身
の
制
作
の
根
幹
と
な
っ
て
来
ま
し
た
。

作
家
と
し
て
歩
む
道
は
、
あ
る
意
味
で
混
迷
と
困
難
が
立
ち
は
だ
か
り

ま
す
。
今
で
も
私
の
作
家
と
し
て
の
原
点
で
あ
り
出
発
点
と
な
る
こ
の
鮮

明
な
思
い
出
は
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
心
の
糧
と
な
っ
て
い

ま
す
。
思
い
起
こ
す
度
に
感
慨
深
く
、
感
謝
の
気
持
ち
が
満
ち
て
来
る
の

で
す
。

《アンダルシア薫風》
（令和５年 第１１０回記念光風会展出品作）

《雪はれる》（令和５年 第１０回日展出品作）

《新雪の麓》
（平成１５年 第３５回日展出品作）特選

《雪湖畔》
（令和４年 第９回日展出品作）
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すごく単純に見えたけど、近くで見たら、何か物語を感じる深い作品

と気づいて、とてもおもしろくなりました。色があるところと、白黒

なところとあって、過去の時と今の時を描いているのかなぁと私は思

いました。紙ひこうきが２つとも別々の方向へと向かって飛んでいる

のも、なんかいいなぁって思いました。この作品にどのような思いを

こめて描いたのかが気になります。そして、ところどころにあるナゾ

のぐにゅぐにゃのもようについても気になっています。それから最後

に、この絵をかざるなら、どこだと思いますか？ちなみに私は玄関の

正面にどかどかと飾ってみたいです。私はこの作品がとても気に入り

ました！これからもがんばってください。

晏和さん １５歳

教
え
て
、
作
家
さ
ん
！

わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
手
紙
を
書
こ
う
！
」

私の作品はこれまで経験してきた時間を１枚の布に染めて表現した

ものです。モノトーンや黒で描いている所はおっしゃる通り過去を

表しており、時間の流れや自身のその時の気持ち、紙飛行機も同じ

く飛んでいる場所やその向きも空間や思いを表現しています。質問

にありましたぐにゅぐにゃの模様は音の表現です。今まで聞いてき

た音楽や街中の騒音や環境音などを描いています。近年まで楽器を

モチーフに音を表現していましたが、今は最小限の色や形、線など

を使い描いております。

晏和さんは若くして色々な物事を捉える感性をお持ちかと存じま

す。「感性」は芸術だけではなく様々な分野においても役立つスキ

ルですのでこれからの人生に大いに役立ってくれると思います。最

後に、また私の作品とどこかで巡り合えることを祈っております。

工芸美術 金井大輔

「わくわくワークショップ
『手紙を書こう！』」という、
小・中・高校生から気に入った
作品の感想や質問を集める企
画を実施しました。４年目の
今年も３５７通のお手紙をいた
だきました。

時の風景
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顔が泣いているように見えたり、こまっているように見えて面白いです。男の人が２人でたのしそ

うにお話している感じがしました。

どうやって描いたのですか？どんな気持ちで描いたのですか？いつもどんな絵を描いているのですか？

響巴さん９歳

沢山ある作品の中から、私の作品に手紙を書いてくれてありがとう！とっても嬉しいです。私は油

絵ではなく、木版画というジャンルで、小学校で習うと思います。木の板を彫刻刀で彫って、バレ

ンという道具で大きな和紙に摺ります。墨を使います。いつも、頭の中で、作品の事を考えながら、

テーマを決めます。世の中の問題とか、自然破壊とか、作品で訴える事が出来ないかなぁーと。今

回の作品は、世界の困難な状況におかれている人達も、一生懸命に前向きに、笑顔で頑張っている

けれど、心の中では泣いている、そんな思いをテーマにしてみました。私は、人物、動物、花、富

士山と色々彫ります。また、来年もどんな作品か楽しみにいてくれると嬉しいです。

洋画 田中里奈

かわいいからです。ワンピースがかわいい。自分に似ているよ。おば

あちゃんちの家に行ったら野菜がたくさんあったから、本当に自分が

作品になったみたい。うれしかったよ。

何でこういうのを作ろうと思ったのですか？

紗子さん７歳

初めまして。「自分が作品になったみたい。」と感想があり、とてもうれしかったです。この作品を

作ろうと思ったのは、幼い頃の「ばぁばと野菜の思い出」を形にしたいと思ったからです。その頃

の私は、ばぁばから見たらかわいい孫にみえていたと思います。えへへ（^ o^ ）／ なので、かわい

い女の子がばぁばの野菜を大切に持っているイメージで作り上げました。かわいいなぁと思った時

は、気持ちがとても明るくなりますよね。そんな思いを私の作品をみてくれる人にこれからも届け

ていきたいと思います。紗子さんのうれしい思いを届けてくれてありがとうございました。

彫刻 二塚佳永子

道化師

ばぁばの野菜

１５ 日展ニュース 第１８７号
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叙
勲

令
和
六
年
四
月

旭
日
中
綬
章

山
本

眞
輔
（
日
展
顧
問
）

瑞
宝
重
光
章

河
野

元
昭
（
日
展
理
事
）

瑞
宝
中
綬
章

吉
賀

將
夫
（
日
展
理
事
）

ア
ー
ト
シ
テ
ィ
富
士
五
湖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
―
日
展
の
美
―
―
開
催

会
期

令
和
６
年
７
月
６
日（
土
）

〜
９
月
２９
日（
日
）

会
場

河
口
湖
美
術
館

昨
年
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
十

周
年
を
機
に
、
山
梨
県
で
は
富
士
山
に

関
連
し
た
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

芸
術
家
の
育
成
を
通
し
、
富
士
五
湖
地

域
の
ア
ー
ト
シ
テ
ィ
実
現
を
目
指
す

「
富
士
五
湖
自
然
首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
設
立
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
た

び
山
梨
県
・
富
士
河
口

湖
町
・
日
展
の
三
者
連

携
の
も
と
、
日
展
作
家

の
作
品
約
百
点
を
展
覧

す
る
本
展
を
開
催
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

左
の
先
生
方
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

兼
田

文
男
先
生（
工
芸
美
術
・
会
員
）
５
・
９
・
１６

赤
江

華
城
先
生（
書
・
会
員
）
６
・
２
・
２８

森
田

彦
七
先
生（
書
・
会
員
）
６
・
４
・
２２

寺
島

節
朗
先
生（
日
本
画
・
会
員
）

６
・
５
・
２３

磯
野

清
夫
先
生（
工
芸
美
術
・
会
員
）
６
・
５
・
２８

川
崎

普
照
先
生（
彫
刻
・
顧
問
）
６
・
５
・
３１

（
日
本
芸
術
院
会
員
）

九
十
三
歳
。
昭
和
六
年

東
京
都
生
ま
れ
。
昭
和

三
十
六
年
第
四
回
日
展

初
入
選
。
同
四
十
四
年
日
展
会
員
、
同

六
十
一
年
日
展
評
議
員
、
平
成
九
年
日

展
監
事
、
同
十
年
日
展
理
事
、
同
十
六

年
日
本
芸
術
院
会
員
、
同
十
七
年
日
展

常
務
理
事
、
同
十
九
年
旭
日
中
綬
章
受

章
、
同
二
十
四
年
日
展
顧
問
。
昭
和
四

十
三
年
第
十
一
回
日
展
審
査
員
（
以
降

合
計
九
回
）。

月
岡

裕
二
先
生（
工
芸
美
術
・
会
員
）
６
・
６
・
３

編

集

後

記

月
日
が
経
つ
の
は
と
て
も
早
く
、
今

年
も
秋
の
日
展
出
品
作
を
考
え
、
制
作

し
始
め
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

本
号
に
は
今
年
の「
第
十
一
回
日
展
」

の
会
期
な
ど
に
つ
い
て
と
共
に
「
定
時

総
会
報
告
」、
人
事
等
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

「
各
地
か
ら
の
出
品
者
の
想
い
」
で

は
各
寄
稿
者
の
心
の
吐
露
に
触
れ
、「
作

家
人
生
」
で
は
、
何
十
年
も
経
過
し
て

い
る
感
動
の
出
会
い
を
お
二
人
の
作
家

が
昨
日
の
出
来
事
の
様
に
語
ら
れ
、
人

間
関
係
、
人
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
を

改
め
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
」
の

タ
イ
ト
ル
で
新
会
員
に
な
ら
れ
た
方
々

の
喜
び
の
声
を
載
せ
て
い
ま
す
。

十
一
月
一
日
か
ら
始
ま
る
「
第
十
一

回
日
展
」
で
す
が
、
私
も
含
め
出
品
者

が
自
分
で
納
得
の
い
く
作
品
を
制
作
、

出
品
し
、
会
場
で
対
峙
し
た
自
作
を
客

観
視
し
次
の
制
作
へ
の
足
掛
か
り
と
な

る
場
と
な
る
事
を
祈
り
つ
つ
筆
を
置
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
亀
山
）

編
集
委
員

亀
山

祐
介

西
田

眞
人

浅
見

文
紀

前
原

喜
好

野
原

昌
代

堀
内

秀
雄

上
原

利
丸

村
田

好
謙

歳
森

芳
樹

福
光

幽
石

表
紙

「
流
れ
に
立
つ
」

一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）

第
二
十
九
回
日
展

１
７
０
×
５
５
×
５
５
㎝

雨
宮
敬
子（

一
九
三
一
〜
二
〇
一
九
）

神
宮
美
術
館
蔵

入場者数（人）

８８，５０３

２３，２９１

３０，０３７

３８，９２７

―
※金沢展は令和６年能登半島地震の影響に鑑み中止とさせていただきました。

開 催 者

公益社団法人 日 展

日展京都展実行委員会

中 部 日 展 会
神 戸 市
公益社団法人 日 展
神 戸 新 聞 社
北 國 新 聞 社

会 場

国 立 新 美 術 館

京都市京セラ美術館

愛知県美術館ギャラリー

神戸ゆかりの美術館
神戸ファッション美術館

石 川 県 立 美 術 館

会 期

令和５年１１月３日～１１月２６日

１２月２３日～
令和６年１月２０日

１月２４日～２月１２日

２月１７日～３月２４日

（中止）６月１日～６月２３日

開催地

東 京

京 都

名古屋

神 戸

金 沢

第 １０ 回 日 展 巡 回 展

第１８７号 日展ニュース １６


